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1．はじめに
平成 29 年 3 月 31 日に「幼稚園教育要領」、「保
育所保育指針」、「幼保連携型認定こども園教育・
保育要領」が改訂・告示された。「幼稚園教育要
領」に関する先行研究は、「「保育所保育指針」と
「幼稚園教育要領」にみる表現（音楽）の考察（松
本：2010）1）」や「幼稚園教育要領の領域「環境」
についての研究　教育要領の変遷と評価に焦点
を当てて（藤岡：2011）2）」などがある。しかし、
領域「表現」についてふれられている研究は希
少である。
本稿は、「幼稚園教育要領」における領域「表
現」に関連する条文を各領域から抽出し、平成
30 年度以降の筆頭著者の担当科目「器楽Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ」及び「幼児音楽A・B」における授業内
容を検討したいと考えたものである。　
「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「幼保
連携型認定こども園教育・保育要領」を比較す
る観点から、「第 2章ねらい及び内容」を研究の
対象としている。
なお、「器楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」及び「幼児音楽
A・B」は、実施において筆頭著者含め複数の教
員が担当しているが、本稿は筆頭著者及び共同
研究者の所見を述べたものである。
2．研究目的
本研究は、平成 29 年 3 月 31 日に改訂・告示
された「幼稚園教育要領」を受け、領域「表現」
に関連する考えられる条文を抽出し、平成 29 年
度に実施した授業内容と「幼稚園教育要領」に
おける関連箇所について比較し、平成 30 年度以
降の担当科目における授業内容を検討すること
を目的とした。
3．研究方法
まず、平成 29 年 3 月 31 日に改訂・告示され
た「幼稚園教育要領」第 2章より領域「表現」に
関連すると考えられる条文を抽出する。そして、
これまでの授業内容と比較し、今後の授業内容
を検討する。
4．研究内容
4.1　幼稚園教育要領における関係性
「幼稚園教育要領」の「第 2章 ねらい及び内
容」から、領域「表現」と関連する部分を以下
の表にまとめた（表 1）。また、子どもの表現に
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関係性があると考えられる箇所に下線を付し
た。更に、領域「表現」の「2内容」と関係性が
あると考えられる部分を8つの観点に分類し、そ
の番号を付した。観点は以下の通りである。
【観点】
①「生活の中で様々な音、形、色、手触り、動
きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽
しむ。3）」に関係性のあるもの。
②「生活の中で美しいものや心を動かす出来
事に触れ、イメージを豊かにする。4）」に関係性
のあるもの。
③「様々な出来事の中で、感動したことを伝
え合う楽しさを味わう。5）」に関係性のあるもの。
④「感じたこと、考えたことなどを音や動き
などで表現したり、自由にかいたり、つくった
りなどする。6）」に関係性のあるもの。
⑤「いろいろな素材に親しみ、工夫して遊
ぶ。7）」に関係性のあるもの。
⑥「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリ
ズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わ
う。8）」に関係性のあるもの。
⑦「かいたり、つくったりすることを楽しみ、
遊びに使ったり、飾ったりなどする。9）」に関係
性のあるもの。
⑧「自分のイメージを動きや言葉などで表現
したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味
わう。10）」に関係性のあるもの。
表 1：
第 2章　 ねらい及び内容　第1節　ねらい及び内容
の考え方と領域の編成
健康〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活
をつくり出す力を養う。〕
1　ねらい
　（１） 明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。
⑧
2　内容
　（１） 先生や友達と触れ合い、安定感をもって行
動する。②
　（２） いろいろな遊びの中で十分に体を動かす。
⑤
　（４） 様々な活動に親しみ、楽しんで取り組む。
①②③④⑤⑥⑦⑧
3　内容の取扱い
　（１） 心と体の健康は、相互に密接な関連がある
ものであることを踏まえ、幼児が教師や他
の幼児との温かい触れ合いの中で自己の存
在感や充実感を味わうことなどを基盤とし
て、しなやかな心と体の発達を促すこと。
特に、十分に体を動かす気持ちよさを体験
し、自ら体を動かそうとする意欲が育つよ
うにすること。⑧
人間関係〔他の人々と親しみ、支え合って生活する
ために、自立心を育て、人と関わる力を養う。〕
1　ねらい
　（２） 身近な人と親しみ、関わりを深め、工夫した
り、協力したりして一緒に活動する楽しさを
味わい、愛情や信頼感をもつ。③⑤⑦⑧
2　内容
　（１） 先生や友達と共に過ごすことの喜びを味わ
う。⑧
　（２） 自分で考え、自分で行動する。①②④⑤⑥
　（４） いろいろな遊びを楽しみながら物事をやり
遂げようとする気持ちをもつ。⑦⑧
　（５） 友達と積極的に関わりながら喜びや悲しみ
を共感し合う。③
　（６） 自分の思ったことを相手に伝え、相手の思っ
ていることに気付く。③⑧
　（７） 友達のよさに気付き、一緒に活動する楽し
さを味わう。③⑧
　（８） 友達と楽しく活動する中で、共通の目的を
見いだし、工夫したり、協力したりなどす
る。②③
3　内容の取扱い
　（１） 教師との信頼関係に支えられて自分自身の
生活を確立していくことが人と関わる基盤
となることを考慮し、幼児が自ら周囲に働
き掛けることにより多様な感情を体験し、
試行錯誤しながら諦めずにやり遂げること
の達成感や、前向きな見通しをもって自分
の力で行うことの充実感を味わうことがで
きるよう、幼児の行動を見守りながら適切
な援助を行うようにすること。③⑧
　（２） 一人一人を生かした集団を形成しながら人
と関わる力を育てていくようにすること。
その際、集団の生活の中で、幼児が自己を
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　　　 発揮し、教師や他の幼児に認められる体験を
し、自分のよさや特徴に気付き、自信をもっ
て行動できるようにすること。⑧
　（３） 幼児が互いに関わりを深め、協同して遊ぶ
ようになるため、自ら行動する力を育てる
ようにするとともに、他の幼児と試行錯誤
しながら活動を展開する楽しさや共通の目
的が実現する喜びを味わうことができるよ
うにすること。②③⑦⑧
　（５） 集団の生活を通して、幼児が人との関わり
を深め、規範意識の芽生えが培われること
を考慮し、幼児が教師との信頼関係に支え
られて自己を発揮する中で、互いに思いを
主張し、折り合いを付ける体験をし、きま
りの必要性などに気付き、自分の気持ちを
調整する力が育つようにすること。⑧
 環境〔周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって
関わり、それらを生活に取り入れていこうとする力
を養う。〕
1　ねらい
　（１） 身近な環境に親しみ、自然と触れ合う中で
様々な事象に興味や関心をもつ。①⑤
　（２） 身近な環境に自分から関わり、発見を楽し
んだり、考えたりし、それを生活に取り入
れようとする。②③④⑤⑦
2　内容
　（１） 自然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、
不思議さなどに気付く。①②⑤
　（２） 生活の中で、様々な物に触れ、その性質や
仕組みに興味や関心をもつ。①②⑤
　（４） 自然などの身近な事象に関心をもち、取り
入れて遊ぶ。①②⑤
　（６） 日常生活の中で、我が国や地域社会におけ
る様々な文化や伝統に親しむ。②③⑥
　（８） 身近な物や遊具に興味をもって関わり、自
分なりに比べたり、関連付けたりしながら
考えたり、試したりして工夫して遊ぶ。①
②④⑤⑦
3　内容の取扱い
　（１） 幼児が、遊びの中で周囲の環境と関わり、
次第に周囲の世界に好奇心を抱き、その意
味や操作の仕方に関心をもち、物事の法則
性に気付き、自分なりに考えることができ
るようになる過程を大切にすること。また、
他の幼児の考えなどに触れて新しい考えを
生み出す喜びや楽しさを味わい、自分の考
えをよりよいものにしようとする気持ちが
　　　育つようにすること。①②③④⑤⑥⑦⑧
　（２） 幼児期において自然のもつ意味は大きく、
自然の大きさ、美しさ、不思議さなどに直
接触れる体験を通して、幼児の心が安らぎ、
豊かな感情、好奇心、思考力、表現力の基
礎が培われることを踏まえ、幼児が自然と
の関わりを深めることができるよう工夫す
ること。②③⑧
　（４） 文化や伝統に親しむ際には、正月や節句な
ど我が国の伝統的な行事、国 歌、唱歌、わ
らべうたや我が国の伝統的な遊びに親しん
だり、異なる文化に触れる活動に親しんだ
りすることを通じて、社会とのつながりの
意識や国際理解の意識の芽生えなどが養わ
れるようにすること。③④⑥⑦⑧
言葉 〔経験したことや考えたことなどを自分なり
の言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意
欲や態度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現す
る力を養う。〕
1　ねらい
　（１） 自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味
わう。③⑧
　（２） 人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験
したことや考えたことを話し、伝え合う喜
びを味わう。②③⑧
　（３） 日常生活に必要な言葉が分かるようになる
とともに、絵本や物語などに親しみ、言葉
に対する感覚を豊かにし、先生や友達と心
を通わせる。②③⑧
2　内容
　（１） 先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち、
親しみをもって聞いたり、話したりする。
③⑧
　（２） したり、見たり、聞いたり、感じたり、考
えたりなどしたことを自分なりに言葉で表
現する。③⑧
　（３） したいこと、してほしいことを言葉で表現
したり、分からないことを尋ねたりする。
⑧
　（４） 人の話を注意して聞き、相手に分かるよう
に話す。⑧
　（５） 生活の中で必要な言葉が分かり、使う。⑧
　（６） 親しみをもって日常の挨拶をする。⑧
　（８） いろいろな体験を通じてイメージや言葉を
豊かにする。②
　（９） 絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞
き、想像をする楽しさを味わう。②
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4.2　担当科目の内容
（1）「器楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の内容
「器楽Ⅰ」は、バイエルピアノ教則本、ブルク
ミュラー 25 の練習曲及び 18 の練習曲、ソナチ
ネアルバム第 1巻及び第 2巻を使用し、学生の
演奏技術に応じた楽曲に対するピアノレッスン
を展開している。そして、子どもの歌の弾き歌
い伴奏法を通して基礎的なピアノ演奏技術を習
得している。また、「音楽理論」と言われる音楽
　（10） 日常生活の中で、文字などで伝える楽しさ
を味わう。⑧
3　内容の取扱い
　（１） 言葉は、身近な人に親しみをもって接し、
自分の感情や意志などを伝え、それに相手
が応答し、その言葉を聞くことを通して次
第に獲得されていくものであることを考慮
して、幼児が教師や他の幼児と関わること
により心を動かされるような体験をし、言
葉を交わす喜びを味わえるようにするこ
と。②③⑧
　（２） 幼児が自分の思いを言葉で伝えるとともに、
教師や他の幼児などの話を興味をもって注
意して聞くことを通して次第に話を理解す
るようになっていき、言葉による伝え合い
ができるようにすること。③⑧
　（３） 絵本や物語などで、その内容と自分の経験
とを結び付けたり、想像を巡らせたりする
など、楽しみを十分に味わうことによって、
次第に豊かなイメージをもち、言葉に対す
る感覚が養われるようにすること。②⑧
　（４） 幼児が生活の中で、言葉の響きやリズム、
新しい言葉や表現などに触れ、これらを使
う楽しさを味わえるようにすること。その
際、絵本や物語に親しんだり、言葉遊びな
どをしたりすることを通して、言葉が豊か
になるようにすること。②③⑧
表現〔感じたことや考えたことを自分なりに表現す
ることを通して、豊かな感性や表現する力を養い、
創造性を豊かにする。〕
1　ねらい
　（１） いろいろなものの美しさなどに対する豊か
な感性をもつ。①②⑤
　（２） 感じたことや考えたことを自分なりに表現
して楽しむ。③④⑥⑦⑧
　（３） 生活の中でイメージを豊かにし、様々な表
現を楽しむ。②④⑧
2　内容
　（１） 生活の中で様々な音、形、色、手触り、動
きなどに気付いたり、感じたりするなどし
て楽しむ。
　（２） 生活の中で美しいものや心を動かす出来事
に触れ、イメージを豊かにする。
　（３） 様々な出来事の中で、感動したことを伝え
合う楽しさを味わう。
　（４） 感じたこと、考えたことなどを音や動きな
どで表現したり、自由にかいたり、つくっ
　　　たりなどする。
　（５） いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。
　（６） 音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズ
ム楽器を使ったりなどする楽しさを味わ
う。
　（７） かいたり、つくったりすることを楽しみ、
遊びに使ったり、飾ったりなどする。
　（８） 自分のイメージを動きや言葉などで表現し
たり、演じて遊んだりするなどの楽しさを
味わう。
3　内容の取扱い
　（１） 豊かな感性は，身近な環境と十分に関わる
中で美しいもの，優れたもの，心を動かす
出来事などに出会い，そこから得た感動を
他の幼児や教師と共有し，様々に表現する
ことなどを通して養われるようにするこ
と。その際，風の音や雨の音，身近にある
草や花の形や色など自然の中にある音，形，
色などに気付くようにすること。①②③⑤
　（２） 幼児の自己表現は素朴な形で行われること
が多いので，教師はそのような表現を受容
し，幼児自身の表現しようとする意欲を受
け止めて，幼児が生活の中で幼児らしい
様々な表現を楽しむことができるようにす
ること。③④⑤⑥⑦⑧
　（３） 生活経験や発達に応じ，自ら様々な表現を
楽しみ，表現する意欲を十分に発揮させる
ことができるように，遊具や用具などを整
えたり，様々な素材や表現の仕方に親しん
だり，他の幼児の表現に触れられるよう配
慮したりし， 表現する過程を大切にして自
己表現を楽しめるように工夫すること。①
②⑤⑧
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の基礎知識を学習し、読譜力の向上を目指して
いる。
「器楽Ⅱ」は、「器楽Ⅰ」と同様の教材を使用
し、「器楽Ⅰ」に引き続き基礎的なピアノ演奏技
術を習得し、「音楽理論」と言われる音楽の基礎
知識を学習している。
「器楽Ⅲ」は、ブルクミュラー 25 の練習曲及
び 18 の練習曲、ソナチネアルバム第 1巻及び第
2巻から学生の演奏技術に応じた楽曲に対する
ピアノレッスンを展開している。そして、幼児
が歩く、走る、跳ぶ、スキップ、ゆれる、ゆっ
たりするなどの動きに合わせたり、子どもの動
きを促したりすることができる楽曲や子どもの
歌の弾き歌い伴奏法を習得している。
「器楽Ⅳ」は、「器楽Ⅲ」と同様の教材を使用
し、さらなるピアノ技術の向上を目指している。
（2）「幼児音楽A・B」の内容
「幼児音楽A」及び「幼児音楽B」は、弾き歌
い演奏法、コードネームによる簡易伴奏法を習
得するほか、手あそび・指あそび・絵かき歌な
ど保育現場で使用される歌あそびの指導法及び
簡易楽器の指導法を学習している。また、手作
り楽器や童謡絵本の製作、絵本や紙芝居の場面
にふさわしい効果音を考える活動などを展開
し、子どもに対する音楽的な活動の総合的な指
導法を習得している。
5．研究結果
4.1　幼稚園教育要領における関係性から、領
域「健康」では、⑧、②、⑤の順で各観点の関
係性が確認できた。そして、幅広く健康な心や
身体を育て、子どもが生活していくことの大切
さが読み取れた。
領域「人間関係」では、⑧、③、②、⑦、⑤
の順で各観点の関係性が確認できた。そして、人
的な環境の中で子どもが他人と関わることの大
切さが読み取れた。
領域「環境」では、②、⑤、①、③の順で各
観点の関係性が確認できた。そして、物的な環
境の中で子どもが様々な事象に触れることの大
切さが読み取れた。
領域「言葉」では、⑧、②、③の順で各観点
の関係性が確認できた。そして、子ども自身の
イメージを膨らませ言葉で表現することの大切
さが読み取れた。
領域「表現」は、各観点を「2 内容」から作成
したため触れていない。
以上の関係性をふまえ、8つの観点と 4.2 担当
科目の内容を比較する。
①「生活の中で様々な音、形、色、手触り、動
きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽
しむ。」に関係性のあるものでは、自然の中にあ
る音を感じたり、それらを収集する活動には
至っていない。また、「器楽Ⅲ」において、幼児
が歩く、走る、跳ぶ、スキップ、ゆれる、ゆっ
たりするなどの動きに合わせたり促したりする
ことのできる楽曲を指導している。しかし、子
どもの気づきを促す活動には至っていない。
②「生活の中で美しいものや心を動かす出来
事に触れ、イメージを豊かにする。」に関係性の
あるものでは、「幼児音楽A」及び「幼児音楽B」
において、子どもの歌の弾き歌い演奏法、保育
現場で使用される歌あそびの指導法及び簡易楽
器の指導法、絵本や紙芝居の場面にふさわしい
効果音を考える活動などを習得するよう授業展
開している。しかし、心を動かす出来事に触れ
られるよう促す活動には至っていない。
③「様々な出来事の中で、感動したことを伝
え合う楽しさを味わう。」に関係性のあるもので
は、「幼児音楽A」及び「幼児音楽B」において、
手あそび・指あそび・絵かき歌など保育現場で
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使用される歌あそびの指導法及び簡易楽器の指
導法、手作り楽器・童謡絵本の製作、絵本や紙
芝居の場面にふさわしい効果音を考える活動な
どを習得するよう授業展開している。しかし、学
生間で発表し鑑賞し合うことしか出来ていない
ため、伝え合う楽しさを促す活動には至ってい
ない。
④「感じたこと、考えたことなどを音や動き
などで表現したり、自由にかいたり、つくった
りなどする。」に関係性のあるものでは、「幼児
音楽A」及び「幼児音楽 B」において、手あそ
び・指あそび・絵かき歌など保育現場で使用さ
れる歌あそびの指導法及び簡易楽器の指導法、
手作り楽器・童謡絵本の製作、絵本や紙芝居の
場面にふさわしい効果音を考える活動などを習
得するよう授業展開している。しかし、自由に
かいたり、つくったりなどする造形的な表現活
動には至っていない。
⑤「いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。」
に関係性のあるものでは、「幼児音楽A」及び
「幼児音楽B」において、手作り楽器・童謡絵本
の製作などを習得するよう授業展開している。
しかし、素材に親しみそれらを工夫して遊ぶ活
動には至っていない。
⑥「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリ
ズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう。」
に関係性のあるものでは、「器楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」
において、ピアノを使用して子どもの音楽活動
を促す方法などを習得するよう授業展開してい
る。また、「幼児音楽A」及び「幼児音楽B」に
おいて、子どもの歌の弾き歌い演奏法、コード
ネームによる簡易伴奏法、手あそび・指あそび・
絵かき歌など保育現場で使用される歌あそびの
指導法及び簡易楽器の指導法、手作り楽器製作
などを習得するよう授業展開している。このこ
とから、音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単な
リズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう
ための基礎は習得できていると考える。
⑦「かいたり、つくったりすることを楽しみ、
遊びに使ったり、飾ったりなどする。」に関係性
のあるものでは、「幼児音楽A」及び「幼児音楽
B」において、手作り楽器・童謡絵本の製作など
を習得するよう授業展開している。しかし、自
由にかいたり作ったりする活動には至っていな
い。
⑧「自分のイメージを動きや言葉などで表現
したり、演じて遊んだりするなどの楽しさを味
わう。」に関係性のあるものでは、「器楽Ⅲ」に
おいて、幼児が歩く、走る、跳ぶ、スキップ、ゆ
れる、ゆったりするなどの動きに合わせたり促
したりすることのできる楽曲を習得するよう授
業展開している。また、「幼児音楽A」及び「幼
児音楽B」において、童謡絵本の製作などを習得
するよう授業展開している。しかし、子どもが
全身を使って表現する活動や言葉による表現活
動、演じて遊ぶことの指導法の習得には至って
いない。
6．考察
領域「表現」と関連する他領域の条文を抽出
した結果、多くの条文が領域「表現」の 8つの
観点に該当した。このことから、領域「表現」は
全ての領域と密接に関連していることがわかっ
た。また、抽出する過程において領域「環境」と
領域「言葉」の条文において、観点を重複する
ことが多かったため、この 2つの領域が領域「表
現」とより深く関わっているのではないかと推
測した。また、結果に示した「各領域から読み
取れたこと」は、子どもの表現を引き出すため
に重要であると考えられる。
領域「表現」の条文の中で音楽について触れ
ている「2内容（6）音楽に親しみ、歌を歌った
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り、簡単なリズム楽器を使ったりなどする楽し
さを味わう。」の解説では、「教師などの大人が、
歌を歌ったり楽器の演奏を楽しんだりしている
姿に触れることは、幼児が音楽に親しむように
なる上で、重要な経験である。11）」と述べられて
いる。これらのことから、保育者が音楽的な活
動を実施する際の姿が読み取れる。そして、領
域「表現」の条文を中心に、他領域から抽出し
た内容を照合し、筆頭著者の担当科目である「器
楽Ⅰ（1年次前期開講科目）」、「器楽Ⅱ（1年次
後期開講科目）」、「器楽Ⅲ（2 年次前期開講科
目）」、「器楽Ⅳ（2年次後期開講科目）」及び、「幼
児音楽A（1年次後期開講科目）」、「幼児音楽 B
（2年次前期開講科目）」の授業内容を検討する。
6.1　 平成 30 年度以降における「器楽Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ」の授業内容
保育現場で保育者が使用する楽器には様々な
ものがある。吉森（2010）の調査では、「保育者
が子どもの前で一番よく使う楽器は、ピアノで
ある（73％が回答）12）」と報告されている。ま
た、本学の幼稚園における教育実習では、90％
の実習生が伴盤楽器を演奏する機会を与えられ
ている 13）。更に、採用試験では、伴盤楽器を使
用した楽曲の演奏や子どもの歌の弾き歌い、初
見試奏などが出題されている。
「器楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」では、これらの状況を
踏まえ、伴盤楽器の楽曲や子どもの歌の伴奏を、
楽譜に忠実に演奏・再現できる演奏技術の習得
を目標としてきた。しかし、近年、音楽経験が
少ないため読譜力が低く、課外活動などにより
練習時間の確保が困難な学生が数多く見受けら
れるようになっている。授業内で読譜を正確に
行い、楽譜を忠実に演奏するよう指導すると、伴
盤楽器の演奏楽しむことまでに至らず、苦手と
感じてしまう学生も見受けられる。ピアノの演
奏を苦手と感じる学生は、保育者となった後も
子どもの前で生き生きと楽しく演奏することが
できないことが多く、子どもに音楽の楽しさを
伝えることが難しいのではないかと考えられ
る。
これまで、学生へのピアノの指導方法として、
コード奏による簡易伴奏の提案や、動機づけに
よる指導法の検討、学生の興味関心に基づいた
教材研究による指導法の開発など様々な研究が
行われており、いずれも保育者を目指す学生に
有効な指導法と考えられる。しかし、教員が保
育者を目指す学生に身につけさせたいピアノの
演奏技術は、教員にとっては明確なものであっ
ても、学生に正しく伝わっていないのではない
かと懸念されるところである。教員は、学生に
様々な演奏技術の指導を行う前に、ピアノの演
奏技術は子どもの表現を引き出すために用いら
れる一つの手段であることを伝え、前述した保
育者の姿勢や視点について理解を深めさせるこ
とが重要だと考える。そして、実践的なピアノ
の演奏技術を習得するために、保育現場におけ
る子どもへの指導場面を具体的に示すことが必
要である。学生は、保育者の姿勢や視点につい
て理解を深めた上で、各場面を想定し演奏する
ことで、保育者として必要な演奏技術を主体的
に学ぶのではないかと考える。
以上を踏まえ、以下のピアノの演奏技術の指
導を提案する。なお、バイエルピアノ教則本、ブ
ルクミュラー 25 練習曲及び 18 の練習曲、ソナ
チネアルバム第 1巻及び第 2巻に関しては、基
礎的な伴盤楽器奏法の習得には効果的なため、
引き続き使用することとする。
（1）子どもの歌唱指導における伴奏法
子どもへの歌唱指導では、保育者が歌いなが
らピアノで伴奏を演奏する「弾き歌い」を使用
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する場面が多い。弾き歌いでは、手元や楽譜に
終始するのではなく周囲に視線を送り、生き生
きと表情豊かに子どもへ届く声で歌うことが求
められている。本学では、他の科目担当者が発
声法及び発音法、音程やリズムの感覚の習得や、
子どもへの歌唱指導法の習得を目的とした授業
を展開している。また、前述のとおり「器楽Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」でピアノの演奏技術を習得してい
る。しかし、近年、歌唱やピアノの演奏を苦手
とする学生が増加しているように見受けられ
る。それらの学生は、自らの演奏で精一杯にな
り、子どもに意識を向けるまでに至っていない。
そして、ピアノを演奏することが楽しいと思え
ない場合が多い。ピアノの演奏を苦手とする学
生が、子どもの前で楽しみながら演奏するには、
各学生の演奏力や音楽的な特性を見極めた編曲
法や演奏法の指導が必要であると考える。
例示するならば以下のようなことが考えられ
る。
①伴奏譜に旋律部分が無い楽曲を、歌唱が苦
手で正確な音程を取る事が難しい学生が演奏す
る場合、右手で旋律を演奏し、左手で伴奏を付
ける編曲法の指導が必要であろう。
②読譜力が不足しておりピアノの演奏が苦手
な学生は、低音部譜表を読譜することが困難な
場合が多いため、右手は旋律を演奏し、左手で
コードネームによる伴奏を付ける指導が有効で
あろう。
③歌唱は苦手であるもののピアノの演奏が得
意な学生には、右手は旋律を演奏し、左手は曲
の雰囲気に合わせた伴奏に編曲する指導が有効
であろう。それにより、楽曲の演奏効果が高め
られるため、幼児の音楽的感性を育むことがで
きると考える。
④歌唱が得意で正確な音程を取れる学生は、
楽曲の音楽的特徴によっては、右手をコード
ネームによる伴奏、左手は低音の伴奏形を指導
に取り入れることができる。
⑤歌唱や伴盤楽器の演奏が得意でも、些細な
ミスで演奏を中断する学生や、自らの演奏に集
中するあまり周囲に視線を送ることができない
学生には、友人を子どもに見立て弾き歌いし、音
楽の流れを止めないことや友人の反応を見る指
導が必要とされる。
弾き歌い演奏法及び簡易伴奏法は、これまで
の「幼児音楽A・ B」で取り扱ってきた内容であ
るが、「器楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」の子どもの歌の弾
き歌い伴奏法でもその内容を取り入れることに
よって、より実践的な学びに繋がると考えてい
る。そのためには、教員は、学生のピアノの演
奏技術を多様な観点で見極め、各学生の音楽的
特性に応じた弾き歌い演奏法を提案する指導力
が必要であると考える。
（2）子どもの表現を引き出す演奏法
歩く、走る、跳ぶ、スキップ、ゆれる、ゆっ
たりするなど動きを引き出す楽曲の演奏技術と
して、学生がその活動の目的に合った速度、強
弱、曲想を設定できる力と、子どもの動きの変
化に応じて速度、強弱、音域を変化させること
ができる力を習得できる指導を取り入れること
が必要であろう。速度・強弱・曲想の設定では、
子どもが動く目的や楽曲の特性の理解、その動
きに対する演奏法の指導が必要となる。また、速
度・強弱・音域を変化させる演奏技術の習得で
は、子どもの動きを想定させ子どもの気づきを
促す指導を取り入れながら、実践的なピアノの
演奏法に結びつけていかなければならない。
6.2　 平成 30 年度以降における「幼児音楽A・B」
の授業内容
「器楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」では、子どもの歌の弾
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き歌い演奏法とコードネームによる簡易伴奏法
の習得を目指すため、「幼児音楽A・ B」では、
それらを取り扱わないこととする。
手あそび、指あそび、歌あそび、絵かき歌等
の指導法、保育現場で使用される簡易楽器の指
導法、手作り楽器・童謡絵本の製作、絵本や紙
芝居の場面にふさわしい音を考える活動につい
ては、子どもの音楽的な表現活動としてよく見
受けられるため、引き続き取り扱うこととする。
平成 29 年度の授業では、これらの活動の指導
において、活動実施時における子どもに対する
危機管理、環境設定、子どもへの指導法を取り
上げている。しかし、「表現」の「2 内容（4）」
の解説で述べられている「教師は、表現の手段
が分化した専門的な分野にこだわらず、このよ
うな幼児の素朴な表現を大切にして、幼児が何
に心を動かし、何を表そうとしているのかを受
け止めながら、幼児が表現する喜びを十分に味
わえるようにすることが大切である。14）」とい
う、子どもの表現活動をありのままに受け止め
る保育者の姿勢や観点については、授業展開で
きていないことから必要性を感じている。　
また、各活動の発表では、模擬保育の形式を
取っているが、子どもを意識していないため、子
どもの興味や関心、気付きを引き出す実践が希
薄になる学生が多く見受けられた。これは、教
員の評価を教師役の発表者にのみフィードバッ
クしていることに起因していると考えられる。
子ども役の学生が教師役の発表者に対して、そ
の場で評価すると共に、「様々な出来事の中で、
感動したことを伝え合う楽しさを味わう。」こと
を目的とし、意見交換を行う時間を確保しなけ
ればならないであろう。
また、造形表現の要素を取り入れた音楽活動
として、手作り楽器の製作及び童謡絵本の製作
を取り入れてきた。これらの活動において、音
を創る感性や楽曲を表現するために必要な音楽
的感性を育成することはできていると感じてい
る。しかし、製作過程において、自由にかいた
りつくったりなどすることや、素材に親しみそ
れらを工夫して遊ぶ活動など、子どもへの造形
的な表現の指導法には触れていないため、今後
検討が必要である。
さらに、特筆すべき部分は、領域「環境」の
「3　内容の取扱い（4）文化や伝統に親しむ際に
は、正月や節句など我が国の伝統的な行事、国
歌、唱歌、わらべうたや我が国の伝統的な遊び
に親しんだり、異なる文化に触れる活動に親し
んだりすることを通じて、社会とのつながりの
意識や国際理解の意識の芽生えなどが養われる
ようにすること。15）」である。領域「環境」の条
文であるが、明らかに音楽的な表現活動に触れ
られているのではないかと考えている。わらべ
うたは、これまで「幼児音楽B」の手あそび・指
あそび・歌あそび・絵かき歌等の指導法の中で
教材として取り入れてきた。しかし、学生がふ
れる楽曲数は希少であった。また、唱歌は、「器
楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」においてピアノの伴奏法と
して取り入れてきた。しかし、子どもに対する
指導法は取り扱っていない。また、国歌は全く
取り扱っていない。これらの音楽的な表現活動
は、伝統的な行事やあそびとともに指導しなけ
ればならないが、それ以前に、領域「環境」の
担当教員との連携をはかり、授業内容に取り入
れるための検討を行わなければならないであろ
う。
7．今後の課題
本研究では、領域「表現」と関連する他領域
の条文の抽出を行い、今後の授業内容の検討を
行った。しかし、「平成 28 年度幼稚園教諭の養
成課程のモデルカリキュラムの開発に向けた調
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査研究－幼稚園教諭の資質能力の視点から養成
課程の質保証を考える－」に示された「領域に
関する専門的事項」のモデルカリキュラムを取
り入れた検討はなされていない。平成 30年度以
降の授業計画を立案するにあたり、本研究の結
果とモデルカリキュラムに示された提案を取り
入れた授業内容を検討しなければならないであ
ろう。また、領域「表現」を見据えた「保育の
表現技術」としてこれらの授業が展開されてい
るかを、検証しなければならないと考えている。
また、5つの領域は密接に関連しているため、
各領域の担当教員が連携をはかり、開講時期や
授業内容の重複を確認した上で授業計画や内容
を検討する必要性があると考える。
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